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研究成果の概要（和文）： 
 新たな採集によって得られた標本と博物館などに保管されている過去の標本の分類学的検討

によって，日本列島に分布する 50 の淡水湖沼の深底部から，5 科にわたる 35 分類群の水生貧

毛類を記録した。貧毛類の群集構造は，湖沼の生物地理学的位置や栄養状態によって大きく異

なっており，貧栄養湖では，密度は低いものの多様性の高い群集が見られた。一方，富栄養化

の進行に伴って，ミズミミズ科イトミミズ亜科の特定の種群が高密度になって優占する群集に

収れんする傾向が指摘された。この点から，深底部の群集構造の変化を追跡することで，また

深底部と集水域の群集構造を比較することによって，湖底環境の変化や富栄養化の進行を監視

できると考えられる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Based on critical examination on newly collected and voucher materials, 35 taxa belonging to five 
families of oligochaetes (Annelida, Clitellata) were recorded from profundal bottoms of 50 freshwater 
lakes in Japanese archipelago. The profundal communities in oligotrophic lakes were consisted of 
diverse species in variable families, which could be adapted to oligotrophic and ever-cool environments, 
and derived from underground or phreatic waters in the watershed. On the other hand, oligochaete 
communities in eutrophic lakes were dominated by a small number of tubificine species. It is suggested 
that species composition of profundal oligochaetes can be related to zoogeographical location of the 
lakes as well as trophic state of lake waters.  
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１． 研究開始当初の背景 

湖底に貧毛類（ミミズ類）が広く出現する
ことは，これまでの底生動物の研究でよく知

られている。日本列島には異なる気候帯にま
たがって多くの湖沼が分布するため，貧毛類
の種組成は地域によって異なると予想され



ていた。また，湖沼の深底部は湖内で起こる
環境変化の影響がいち早く顕在化する場で
あるため，深底部に生息する貧毛類群集は環
境変化に対応して変化する可能性がある。し
かし，日本では貧毛類の分類研究が遅れたた
め，その種組成が解明されている湖沼はまだ
一部に限られており，群集構造を地域間で比
較したり，環境と対応させて議論するまでに
は至っていなかった。 
 
２． 研究の目的 

本研究の目的は，日本列島に分布する淡水
湖の深底部に出現する貧毛類群集の組成を
種レベルで正確に把握することである。沿岸
部と物理化学的環境が大きく異なる深底部
は，移動分散能力が低い貧毛類にとって湖沼
ごとに隔離された環境といえるため，種組成
の比較から日本の淡水生物の生物地理学的
特徴や群集の成立背景が浮かび上がると期
待される。さらに，群集構造を比較すること
によって環境の変化に対する生物群集の応
答が明らかになり，貧毛類を湖沼環境の指標
として役立てることができると考えられる。 
 
３．研究の方法 
 これまでに貧毛類の調査が行われたこと
がある一部の湖沼については，最新の分類体
系に照らして標本を再検討し，種レベルでの
同定を行った。また，貧毛類が未調査の多数
の湖沼については，新たな調査を実施して標
本を確保した。得られた標本を用いてプレパ
ラートを作製し，光学顕微鏡を用いて分類学
的な観察を行った。近縁種との違いが不明瞭
な一部の種類については，走査型電子顕微鏡
での観察や遺伝子解析を併用した。未記載種
については，新種記載を行った。 
 
４．研究成果  
 新たな調査で得れた標本と博物館等に保
管されている過去の標本を分類学的に精査
することによって，日本列島に分布する面積
が 5 km2以上の自然湖沼をすべて含む 50の淡
水湖沼の深底部から，5 科にまがたる 35 分類
群の貧毛類の出現を確認した。出版を終えて
いる種類の中には，これまでゴンドワナ大陸
に固有と考えられていた Phreodrilidae 科の一
種など，2 種の新種を含んでいる。 
 北海道や東北地方の貧栄養カルデラ湖か
らは，オヨギミミズ科やミズミミズ科，ナガ
ミミズ科など複数の科にまたがる多様な貧
毛類群集が見られた（表 1）。いずれも密度は
低いものの，貧毛類の組成は湖沼ごとに大き
く異なっており，複数の未記載種も発見され
ている。これらの湖沼での共通種は，ロシア
極東の河川上流域から記載されたミズミミ
ズ科の一種 Rhyacodrilus komarovi だけであっ
た。一方，北海道の湖沼では，アムール川や

カムチャッカ半島で知られる種類が出現し，
また，湖盆の距離が近い支笏湖と洞爺湖には
共通種が多いなど，群集構造の類似性が湖盆
の地理的な位置に関係することが示唆され
た。これは，日本の貧栄養カルデラ湖は，い
ずれも歴史が新しく，かつ集水域が狭いため，
湖内の群集には生物地理学的な位置や集水
域の生物相が強く反映されているためと考
えられる。 

表1．日本の淡水湖沼の深底部に見られる貧毛類のリスト．

   出現種を湖沼の栄養状態ごとにまとめた．

　　+は出現，++は優占を示す．

 貧栄養湖 中栄養湖 富栄養湖

Lumbriculidae オヨギミミズ科 

Styloscolex japonicus +

Lumbriculus variegatus +

Yamaguchia toyensis                     +

Haplotaxidae ナガミミズ科

Haplotaxis sp. +

Enchytaeidae ヒメミミズ科

Marionina klaskisharum +

Enchytraeidae non det. +

Naididae ミズミミズ科

Rhyacodrilus coccineus +

Rhyacodrilus komarovi +

Rhyacodrilinae sp. +

Krenedrilus towadensis +

Embolocephalus nikolskyi +

Tubifex tubifex + ++ ++

Limnodrilus hoffmeisteri + ++

Limnodrilus claparedianus +

Limnodrilus grandisetosus +

Limnodrilus profundicola +

Rhyacodrilus hiemalis +

Branchiura sowerbyi + +

Teneridrilus mastix + +

Ilyodrilus templetoni + +

Bothrioneurum vejdovskyanum + +

Aulodrilus limnobius + +

Aulodrilus pigueti + +

Aulodrilus japonicus + +

Aulodrilus sp. +

Dero digitata + +

Nais communis

Specaria josinae + +

Vejdovskyella simplex + +

Slavina appendiculata + +

Stephensoniana trivandrana + +

Stylaria fossularis +

Ophidonais serpentina + +

Unicinais uncinata + +

Phreodrilidae　フレオドリルス科

Astacopsidrilus ryuteki +

 
 一方，関東地方や中部地方の中〜富栄養湖
では，水深が大きく底層が貧酸素になる場合，
深底部ではほとんど例外なくイトミミズ
（Tubifex tubifex）が優占し（表 1），しばしば
10000 個体 m-2 を超えるような高密度になっ
た。これに対して，諏訪湖や霞ヶ浦のような
浅い富栄養湖ではイトミミズが全く出現し
ないことが明らかになった。代わって，ユリ
ミミズ（Limnodrilus hoffmeisteri）やヒメイト
ミミズ属の数種（Aulodrilus spp.）が優占した。
中〜富栄養湖で見られる群集構造の違いは，



湖盆の地理的な位置よりも，湖底の温度や酸
素量を規定する湖盆の深さや湖水の栄養状
態が大きく関係していると推測された。九州
の池田湖や鰻池のように，かつては高密度で
貧毛類が記録されているにも関わらず，新た
な調査では深底部に動物群集が全く見られ
なくなっている湖沼も複数あった。これは，
富栄養化や温暖化の進行によって底層の酸
素欠乏が極端に進んだことによると推測さ
れ

栄養化の
行を監視できると考えられる。 
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る。  
これらの点を総合すると，日本の淡水湖沼

で見られる深底部の貧毛類群集の構造の違
いは，湖盆の条件（生物地理学的な違いや湖
底の物理化学的環境など）と群集の遷移系列
の両方が反映されている可能性が指摘され
た。つまり，湖底の酸素濃度が高い貧栄養湖
の深底部では，集水域のファウナのうちで冷
水・貧栄養の環境下で生息できる種群が低密
度で群集を形成し，富栄養化の進行などで湖
底の貧酸素化が進むと，低酸素に対する耐性
が高い一部の種群に収れんするとともに密
度が増し，湖底の貧酸素化がさらに進むと群
集が壊滅すると考えられる。これらの点から，
深底部の群集構造の変化を追跡することで，
また深底部と集水域の群集構造を比較する
ことによって，湖底環境の変化や富
進
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